
認定NPO法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）は、日本生協連をはじめとする関

係団体とともに「新型コロナウイルスの感染が懸念される状況におけるボランティア・NPO等の災害対応ガ

イドライン」（第一版）を取りまとめ、WEBを利用しての説明会が開催されました。 

①栃木県「新型コロナウイルス感染症対策医療従事者応援寄附金」へ １３５万円 

②とちぎコミュニティ基金「がんばろう栃木!コロナ支え合い基金」へ ３万円 

③沖縄県生協連を通して「首里城復旧・復興支援募金」へ 15万円 

5月 1日下野新聞朝刊の上記に協賛し、コロナ禍の県民に送るメッセージ 

を掲載しました。 

５月９日に第5回通常総会を開催し、第１号議案～第４号議案まで 

の全ての議案が承認されました。

(団体正会員14団体／個人正会員／108名 ／団体賛助会員 ／2団体／個人賛助会員10名 生協連は団体正会員) 

役員体制 

・理 事 長:山口 益弘(弁護士)  

・副理事長:竹内 明子(生協連会長) 

・副理事長:鈴木 洋平(弁護士)

機関会議を開催 理事会 4月 14日、5月19日、6月26日 / 常務理事会 ４月２８日、7月7日 

行政関連への参加 
栃木県農政審議会、とちぎ食育推進連絡協議会、地産地消県民運動実行委員会、 

小山市総合計画策定懇話会、うつのみや食育フェア実行委員会、とちぎ子育てネットワーク(栃木市)

他団体への参加 
栃木県労働者福祉協議会幹事会、NPO法人とちぎ消費生活サポートネット総会、理事会 

NPO法人とちぎ消費者リンク理事会、日本生活協同組合総会 

パブリックコメント 「令和２(2020)年度栃木県食品衛生監視指導計画案」へのコメント(３月提出) 

―このたびの集中豪雨により、被害を受けられた皆さまに心よりお見舞い申し上げます―

 日本生協連では、被害の大きい地域の生協を中心に、行政と連携を取りながら必要な支援物資を届けるな

どの協力活動を進めています。また、被災者・被災地を支援するための募金口座を開設し、募金活動を呼び

かけています。 

募金方法：ご利用の生協より募金ください

(期間：2020年7月上旬～ おおむね3か月程度を想定)

2020年 7月豪雨災害支援募金 ご協力のお願い

６月２６日に第５１回通常総会を開催し、無事終了することができました。 

昨年は５０年という節目の年であり、様々な記念行事を開催させていただき、半世紀の県連としての歩みを振り

返る良い機会となりました。今年は新型コロナのパンデミックにより異例な年となりましたが、だからこそ、初心

たる理念をより真摯に受け止め、複雑化する社会において益々重くなった生協の果たすべき役割をなして行きた

いと思います。そして、誰一人取り残されない社会の実現に向けて、誠実に努力を重ねて行くことこそが協同組合

の目指すべき道であると受け止めて、精進して行く所存です。そのためには、多くの皆様とご一緒に歩んで行くこ

とがとても大切であると考えております。どうぞ共に進めるよう、宜しくお願い致します。 
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◎１号議案 2019年度事業報告・決算報告・ 

剰余金処分案承認の件及び監査報告 

◎２号議案 2020年度事業計画及び予算承認の件 

◎３号議案 役員選任規約一部改訂の件 

◎４号議案 役員選任の件 

◎５号議案 役員(理事、監事)報酬枠決定の件 

◎役員体制 

会長理事  竹内 明子 (栃木県生協連) 

副会長理事 寺内 健一 (県職員生協) 

専務理事  中田 和良 (とちぎコープ) 

常務理事  林 克則 (こくみん共済coop) 

常務理事  中田 秀治 (よつ葉生協) 

常務理事  江波戸 佳子 (栃木県生協連) 

監事  

田中 義博 (こらぼワーク) 

川端 浩義 (とちぎコープ) 

6 月 26日(金)に総会を開催し、第1号議案から第5号議案までの議案が全会一致で承認されました。 

「第７次中期計画(2019年～2021年)」に沿って、県生協連の役割を発揮できるようすすめます。 

●会員の活動に対する支援と貢献 

県内生協間のネットワークを推進 

地域生協でくらし部会を構成し、食育や環境等、くらしに関する様々な活動を継続 

福祉問題等、地域における諸問題の調査や研究等をすすめ、生協としての活動を検討 

情勢の学習を継続 

新型コロナウイルス感染症対策等への支援 

各種支援募金、ユニセフ募金、平和の取り組みを継続 

●社会的なネットワークづくり 

とちぎ食の安全ネットワークの活動を推進 

とちぎ消費者ネットワークの活動を推進 

適格消費者団「NPO法人とちぎ消費者リンク」支援継続 

●生協の社会的な役割発揮 

被災者支援の取り組み、他団体との防災・減災の取り組みを継続 

行政・各団体との協働活動と、行政の審議会、懇談会への参加 

県議会、報道機関等との懇談を計画 



本部〒310-0022茨城県水戸市梅香2-1-39 029-227-2225 

2020年度も

組合員さんに 

とって

「いごこちのよい生協」

となることを目指します

Food＝食、Energy＝エネルギー、Care＝福祉 の自給

を目指して、共同購入を通じ持続可能(サステイナブル)

な暮らし方を提案していきます。 

生活クラブ生活協同組合・栃木 

組合員とともに！

組合員の協同互助，福利厚生の一助となるよう 

組合員と一体となった運営を 

目指します。 

宇都宮市職員生活協同組合 

（本生協は，宇都宮市職員を組合員とした職域生協です。）

２０２０年度の最重要課題（一部抜粋）

・学校生協係との良好な関係づくり ・組合員満足度向上 

・加入促進活動強化 ・加入申込書電子化 ・マイページ本格運用  

・新型コロナウイルス対応 ・危機管理対策、災害対策、防災対策強化

・ＢＣＰ（事業継続計画）策定  ・働き方改革関連法対応 

生協では入学した学生が勉学や生活を始めるにあたって必要と

なる住まいの紹介、一人暮らし用の家具・家電類、通学用の自転車

やバスカード、勉学に必要なパソコンや講義で必要となる教科書

といった物品の供給を行っています。 

また毎日の生活に欠かせない、安全・安心の食材を使用しバラン

スのとれた食事を提供する食堂、パン・おにぎり・弁当・飲料など

を店舗に置いて取り扱いをしています。 

その他、勉学に必要となる専門書から一般書・雑誌といった書籍

や文房具類、資格取得のための講座や各種検定試験の受付、JR券

や航空券といった交通機関のチケット類、国内旅行や海外旅行（語

学研修を含む）の手配や自動車教習所の申込みから宅急便の扱い

まで、入学から卒業までの学生生活を幅広くサポートしています。

入学した学生が勉学や生活を始めるにあたって必要となる教科

書や専門書の販売、新生活用品のカタログ販売、また、パン・おに

ぎり・弁当・お菓子などの食品全般並びに飲料などを店舗で取り扱

い供給しています。 

他にも一般雑誌や一般書籍、文房具類、日用雑貨類、切手の販売、

資格取得のための講座や各種検定試験の受付、自動車教習所の申

込みから宅急便の扱い、共済の加入手続きや共済金の給付手続き

など、入学から卒業までの学生生活を幅広くサポートしています。 

「私達は多くの人々と協同して 

一人一人が尊厳を持って安心して暮らせる地域福祉を目指します」

の理念のもと、誰もが安心して暮らせる地域共生社会を目指し、宇都宮

市・栃木市・小山市で介護保険事業と地域支援事業を行っています。 

(介護保険事業） 、訪問介護、居宅介護支援、小規模多機能

型居宅介護、24 時間定期巡回・随時対応型訪問介

護看護、特別養護老人 、

(地域支援事業）有償 ｢おたがいさま」、地域食堂｢のどかの

食卓」、健康体操教室、卓球 、おれんじびれっ

じ、ふれあい 、買い物 、 就労

ブリヂストン那須グループ生活協同組合 

ブリヂストン那須地区の職域生協です

～組合員の皆様に喜ばれる生協を目指します～

*2020年度の取り組み* 
・新型コロナウィルス拡散防止対応を万全に行います。

・季節に合わせた商品を取り揃え品数&斡旋品を増やします。

・ブリヂストン製品の社内愛用の推進を行います。

・給与差引可能な特約店の利用促進ＰＲを行います。

以上の事業計画が達成できるよう積極的に活動致します。

栃木県生活協同組合連合会は、会員 12団体と賛助会員 4団体からなる連合会です。協同組合の原則や価値を大切に、平和で豊かな社会を目指して ともに取り組んで参ります。 

小山市第３回開運のまち『おやま』景観賞受賞
〒323-0819小山市横倉新田 198-1

パルシステム栃木センター

産直と環境にこだわり 

安全で安心な食材を 

おとどけする生協です 

地産地消 いのちと健康･暮らしを守る 

  よつ葉生協 
産地と組合員の食卓をつないでいます！ 

よつ葉生協の取り扱う商品は、 

どこで誰がどのようにつくったか

が分かる産直品です。北関東3県

（栃木･群馬･茨城）でつくられた

「地産地消」に力を入れています。

品質や安全性を確認したものを

組合員さんにお届けしています。

中央労働金庫 

お問い合わせは 

中央労働金庫栃木県本部 Tel.028-622-4296 

〈ろうきん〉は、はたらくみなさまのための金融機関 

様々な商品・サービスを通じて、みなさまの夢やくらしを応援します。 

〈ろうきん〉は、生活協同組合や労働組合などのはた

らく仲間が、お互いを助け合うために資金を出し合っ

てつくった協同組織の金融機関です。はらたく人たち

の暮らしを支え、快適で過ごしやすい社会づくりに寄

与することを目的としています。 

想いを伝える 
場があること

組合員さんの
くらしに合った
商品があること

組合員さんの
くらしを感じ、
想いを受け止め
てくれる職員が
いること

経営が
健全であること

お問い合わせ先
028-635-6031

こくみん共済 coop 栃木推進本部 
（栃木県労働者共済生活協同組） 

0920Z005 

こくみん共済coop 

公式キャラクター 

ピットくん 

「たすけあいの輪をむすぶ」

こくみん共済 coop は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶
助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心ゆとりある暮らしに貢献することを目的
としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。 

栃木県学校生活協同組合
〒320-0065宇都宮市駒生町1359 番地 37  ℡0120-65-3324 Fax0120-53-4556

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：httpｓ://www.tochi-gaku.com Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：info@tochi-gaku.com

＜2020年度の重点課題＞ 

1) 新型コロナウィルス感染症拡大の中で、拡大防止に貢献できるよ

う既存業務を見直し、顧客に質の高いサービスを提供し続けると

ともに、すべての職員の健康と安全、雇用、労働条件を守ります。

2) 障がい者、引きこもり、生活困窮者など、就労に困難を抱える人

たちを積極的に受け入れ、互いに支え合って生きて行けるよう、

雇用・就労の裾野を広げる取組を一層強化します。 

3) 激しい環境変化の中で、非営利団体、福祉介護事業者、 

ソーシャルビジネスなどの事業の継続、発展を支える

存在として、各種の支援機能を強化します。 


